
松江市教育委員会学校給食課
～ 地域食育推進事業・ 給食センター１品運動 ～

松江市は、山陰のほぼ中央に位置し、日本海・中海・宍道湖と八雲立つ山々に囲まれた、自然あふれるすばら
しい環境に包まれています。また 古代出雲の中心地として早くから開け 多くの史跡や文化財を有し 昭和26年

 名称 松江市教育委員会学校給食課

取組主体 松江市教育委員会
学校給食課

★

しい環境に包まれています。また、古代出雲の中心地として早くから開け、多くの史跡や文化財を有し、昭和26年
３月に国際文化観光都市に認定、平成18年８月には市民憲章を制定し、平和と教育文化の向上に努めています。
松江市教育委員会学校給食課食育推進係では、各地域にある給食センター（9センター内10校）で「地域食育推
進事業・給食センター１品運動」を行っています。地元野菜生産者の指導のもと、児童生徒が栽培した野菜を学校
給食に使用するまでを体験学習で学んでいます。

 所在地 島根県松江市比津町241-3
 代表者 学校給食課長 生和 康宏
 連絡先 松江市教育委員会学校給食課
 電話 0852-55-8008
 FAX 0852-55-8015
 HPアドレス http://www1.city.matsue.shimane.jp/k-b-k/index.html

活動の動機・目的

島根県

児童生徒が食農体験等で手がけた野菜等を学校給食の生きた教材として活用し、学習と体験授業の両面

から、食の指導に活かす。また、生産者との連携を密に、教育的付加価値のある地産地消を進めることによ
り、児童生徒に望ましい食習慣と食に関する実践力を身に付けさせるとともに、安全・安心な地場産物の使
用拡大に繋げる。

活動の動機 目的

ごぼ

活動の紹介

サツマイモの収穫の様子 （平成24年10月９日（火））

宍道小学校児童（46名）が狩野さん所有の圃場でサツマイモの収穫をしました。

市内10校で取り組んでいる地元野菜１品運動は、サツマイモ、里芋、大根、ごぼう等。
（体験学習、年4回程度） 野菜の植え付け、観察、収穫、交流給食を体験し「食」の大切さを学習します。

作業前、生産者・狩野講師から説明 イモ畑に到着！ 掘るぞ！ イモ掘りをする児童

収穫イモと全員で記念写真
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取組内容

★ 地域関係者との連携

松江市教育委員会学校給食課

★ 体験活動の運営

・以前から、地域の方に給食納入野菜を生産して頂いていた。
・ 体験学習の田畑を探していた宍道小学校の考えと一致し、平成１９年から
学校、保護者、生産者、行政が一体となって１校で実施している。

・ 児童生徒が農作業体験ができる野菜生産者を募集。学校からの所要時間等
を考慮すると要件を満たす農家は少なかったため、ＪＡ等に協力依頼。
・地域生産者の協力があり、体験学習の活動が続いている。

干されているサツマイモのつる

★ 参加費の設定

・ 地域食育推進事業として予算化。
・ 「食育」については、 「松江市学校教育プラン」に沿った指導体制を整備し、授業として実施。
・ 年４回程度（苗植え、観察、収穫、交流給食等）の体験を通して、生産現場での授業は、講師から
野菜栽培や水やりなどのお話と管理作業。学校では、スケッチや体験態度、
反省会での発言・感想文等による食育授業。
・ 田畑を活用した自然体験を通して環境に対する感受性を育て、ふるさとの
食文化や地域社会の大切さを学ぶ。

★ 参加費の設定
父兄から特別には徴収しない。

将来の夢（目標）

★ 参加者の集め方

学校での授業として児童生徒が参加。交流給食会には、生産者も出席し、交流を図る。

サツマイモの収穫作業

みんなの声

（子どもたち（宍道小学校３年44名（２クラス）、わかば・たけのこ学級各１名））

子どもたちに食をめぐる体験を通じて、食に関する知識や食を選択する力を身につけてほしい。

松江市教育委員会学校給食課長：生和 康宏

・苗の時は小さかったのにこんなに大きなイモになってびっくりした。

・ 畑を提供するきっかけは、以前給食センターに野菜を納めていたころ、学校から依頼された。
受けて５～６年になる。なかなか畑を提供される方が少ないと聞いている。
・ 子どもたちが収穫作業をしてくれることは、手伝いになるしありがたい。また、楽しそうに収穫してくれる姿を
見ると嬉しく思う。体験してくれた子どもたちの中から、将来後継者が育ってくれないかと期待している。

・ 私たちのサツマイモをこんなに大きく育ててくださり、また、畑を貸してくださりありがとうございました。

大きなおイモがたくさんとれて良かったです。狩野さん、学校給食課の皆さん有り難うございました。(お礼の言葉より）

(生産者・狩野さん）

・ 学校だけでイモ掘りを体験させようと思っても、これだけの広い畑をもっていない
し、世話も出来ない。
・ 11月に生産者等関係者を交えての交流給食会を行った。子どもたちが収穫した
サツマイモを使って『サツマイモのみそ汁』が給食の献立に取り入れられた。

見ると嬉しく思う。体験してくれた子どもたちの中から、将来後継者が育ってくれないかと期待している。
・ イモ掘りが上手だったので作業がこんなに早く終わりました。作業してくれて有り難うございました。一生懸命
作業された結果だと思います。これからも「一生懸命」を大切にしてください。（お礼の言葉より）

収穫したサツマイモ

（先生）


